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僕の足はみんなと違います。生まれつき

両足の指の骨が６本ありました。生まれて
すぐに分かりましたが僕が小さすぎたため、
初めての手術は１歳６ヵ月のときでした。
母はそのとき、『自分のせいで申し訳ない』
と思ったそうです。母のせいではないと分
かっていましたが、なぜ姉や他の人ではな
く、自分なのだろうと思いました。 
 ２回目の手術は小学４年生のときでした。
スポーツが得意で大好きだった僕はいろい
ろなことにチャレンジをしていました。す
ると、１回目の手術をした部分の骨がずれ
てきたのです。大丈夫だろうと様子を見て
いたら足の裏が痛くなって歩くことができ
なくなりました。不安になりながらも病院
に行って検査をすると病院の先生に、「手術
をしないとこれから走ることはできない
よ。」 
と言われました。スポーツの中でも特に走
ることが好きだった僕にはショックが大き
すぎる一言でした。手術をすれば走ること
はできますが、すごく痛いと聞き、恐怖と不
安の方が大きかったからです。しかし、その
気持ちよりも僕の心の中では前のように思
いっきり走りたいという気持ちの方が大き
かったので、手術をすることに決めました。 
 手術は無事に成功しました。しかし大変
なのはここからでした。麻酔が切れてひど
い痛みで薬も効かず寝られない日々が続き
ました。始めの 1 週間は全てベッドの上で
過ごしました。やがて、車イスで移動できる
ようになったとき一人の男の看護師さんに
出会いました。その看護師さんは僕の担当
の人ではありませんでしたが、毎日仕事を
しながら様子を見に来てくれました。母は
仕事に行かなければならないので寂しくな
らないように気をかけてくれたのです。
日々の生活をサポートしてくれたり、宿題
をみてくれたり本当にお世話になりました。
そして、看護師という職業は男の人でもな
れるということを初めて知りました。 
 退院後も１か月間ベッドの上で過ごしま

した。食事やトイレは姉に準備してもらい、
手を借りて生活をしていました。寝たきり
生活が続いたので足はやせ細り、立つこと
ができず、自分に腹が立ちました。ようやく
学校に松葉杖で行けるようになりましたが、
分団登校や階段の上り下りができませんで
した。予定ではもっと早く治っているはず
なのに…と落ち込みました。すると、そんな
僕をいろいろな人が助けてくれたのです。
登校は仕事前の母が送ってくれ、学校の階
段は友だちや先生が手伝ってくれました。
下校のときは仕事で来られない母の代わり
に姉のクラスメイトのお母さんが迎えにき
てくれました。特に嬉しかったのは友だち
のＡくんの助けです。Ａくんは自分も足が
痛いということもあって僕の気持ちを分か
ってくれました。全てのことを助けてくれ
るのではなく、僕にもできることを残して
くれる、そんなＡくんの思いやりがとても
胸に残っています。歩くのが遅くたって待
ってくれたし、何をしたら痛くなるのかを
理解してくれました。できることを自分な
りにすれば良いと学び、運動会は応援で参
加しました。 
 今では足も良くなり、陸上競技部に所属
しています。でも、みんなと同じメニューを
こなせなくて悔しい思いをすることもあり
ます。これからは自分の足と上手に付き合
いながらいろいろなことに挑戦していきた
いです。この経験から僕は夢を持つことが
できました。それは入院生活で出会った、あ
の看護師さんのようになることです。僕は
同じような状況の患者さんに寄り添える人
になりたいです。Ａくんが、痛みを知るから
こそ僕を上手くサポートしてくれたように、
僕だからこそサポートできることがあると
思います。最初は何で自分が…と思ってい
ましたが、今では生まれつきのこの足でよ
かったと思います。人の優しさを知り、将来
の目標を見つけることができたからです。
自分の足に感謝し、次は僕が誰かを支えて
あげたいです。 


